
福岡市ＮＰＯ活動推進補助金 
報告会 

NPO法人 箱崎自由学舎ESPERANZA 

                 えすぺらんさ 



事 業 内 容 

フリースクール事業 

基礎学力向上のための 

 学習活動 

自主性を育む活動 
（自然体験、地域ボランティアなど） 

国際感覚を養う活動 
（海外へのスタディツアー、外国人との交流など） 

社会適応性を養う活動 
（手作り品の製作や販売体験など） 

   子ども達の自信をつける 

   活動を実施しています 

教育相談事業 

不登校児童・生徒や   高
校中退者およびその家族
に対する教育相談事業 

  「子育てを語る井戸端会議」、 

「不登校経験者の声に耳を
傾ける座談会｣ 

「不登校生の進路・進学を考
える教育相談会」の開催 



不登校の現状 

小中学校（福岡市内）の不登校児童・生徒数 

982名 
保健室登校者数 

222名 
（平成22年度福岡市教育委員会発表） 

1校あたりの 

平均生徒数 約500名 学校まるまる2校分 

不登校予備軍の存在は？ 
長期病欠の生徒は？ 
高校生は？中退者は？ 

保護者は？ 
先生も悩んでる！ 



不登校生の保護者が語り合う 
場作り事業 

保護者の孤立化を防ぐ 

悩みを共有し語り合うことで 

   共通理解を深めていく 

保護者の負担を軽減し変化
を促す 

家庭内での保護者の変化は 

   子どもたちに波及する 

子どもの変化に繋がる 

外出や登校・進学・就職へと
展開する 



会場の様子 



得られた効果と反省点 
☆効果 

  参加者と同一の視点で考えていける外部
アドバイザーの参加を得られたことで会
全体の共有意識が高まった 

☆反省点 

  広報部分の不足 

 ・参加人数 ８回開催（井戸端会議７回 座談会１回） 

  延べ参加人数  ６２名 

～～今後に向けて～～ 
ネットワーキングの強化連携を進めていく！ 
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